
（様式１） 

大阪市立矢田西小学校 令和 7 年度 運営に関する計画・自己評価（総括シート） 

１ 学校運営の中期目標 

 現状と課題 

学力面では、学校の落ち着きとともに、基礎・基本の定着を図る取組を継続してきたことにより、

経年調査等においては、徐々に効果が表れつつある学年もある。しかしながら、まだまだ基礎・基本

の定着が不十分な児童も見られる。全国学力・学習状況調査においては、論理的思考力が問われる記

述式の問題等で課題が見られるため、４分位相区分４に属する児童の割合が少なくない。家庭学習の

習慣化にも課題が残る状況である。 

 このような状況の中で、「確かな学力」をはぐくむために、児童の実態に沿ったきめ細やかな指導

を継続させていく必要がある。また、児童に基本的生活習慣を定着させるとともに、規範意識をしっ

かりもたせ、児童の授業に取り組む姿勢の改善や学習意欲の向上を図る必要がある。 

 

中期目標 

【最重要目標１ 安全・安心な教育の推進】 

○令和７年度の小学校学力経年調査・校内調査における「いじめはどんな理由があってもいけないこ

とだと思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を 70％以上にする。 

○年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を、毎年、前年度より減少させる。 

○令和７年度末の校内調査の「学校では、命を大切にし、人権を尊重する心と態度を育てるための学

ぶ機会が多くある」の項目について、肯定的に答える児童の割合を、令和４年度からの４年間で４

ポイント増加させる。 

 

【最重要目標２ 未来を切り拓く学力・体力の向上】 

○令和７年度の小学校学力経年調査・校内調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、

自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」と

回答する児童の割合を 40％以上にする。 

○令和７年度の小学校学力経年調査における国語および算数の平均正答率の対全国比を、同一母集団

において経年的に比較し、いずれの学年も、前年度より 0.5 ポイント向上させる。 

○令和７年度の小学校学力経年調査における「理科の勉強は好きですか」に対して、肯定的に回答す

る児童の割合を 40％以上にする。 

○令和７年度の小学校学力経年調査・校内調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか」に対

して、肯定的に回答する児童の割合を 75％以上にする。 

○令和７年度の小学校学力経年調査・校内調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツ

をすることは好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合を、40％以上に

する。 

 

【最重要目標３ 学びを支える教育環境の充実】 

○授業日において、児童の 8 割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の 55％

以上にする。(ただし、事務局が定める学校行事等 ICT 活用が適さない日数を除く。) 

○年次有給休暇を 10 日以上取得する教職員の割合を 95％以上にする。 

○令和７年度の小学校学力経年調査・校内調査の「読書は好きですか」の項目について、肯

定的に答える児童の割合を、80％以上にする。 

 



 

 

２ 中期目標の達成に向けた年度目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【最重要目標１ 安全・安心な教育の推進】 

 

○令和７年度の小学校学力経年調査における「いじめはどんな理由があってもいけないこ

とだと思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を 83.8％以

上にする。 

○年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。 

※不登校状態であっても、総合的な判断により不登校の状態が改善されたとする人数を把

握する。 

○年度末の校内調査の「学校では、命を大切にし、人権を尊重する心と態度を育てるため

の学ぶ機会が多くある」の項目について、肯定的に答える児童の割合を 92％以上にする。 

 

【最重要目標２ 未来を切り拓く学力・体力の向上】 

 

○小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考え

を深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」と

回答する児童の割合を 46％以上にする。 

○小学校学力経年調査における国語および算数の平均正答率の対全国比を、同一母集団に

おいて経年的に比較し、いずれの学年も前年度より 0.1 ポイント向上させる。 

○小学校学力経年調査における「理科の勉強は好きですか」に対して、肯定的に回答する

児童の割合を 72％以上にする。 

○小学校学力経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか」に対して、肯定的

に回答する児童の割合を 75％以上にする。 

○小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは

好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合を 74.8％以上にす

る。 

 

【最重要目標３ 学びを支える教育環境の充実】 

 

○授業日において、児童の 8 割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の 55％

以上にする。(ただし、事務局が定める学校行事等 ICT 活用が適さない日数を除く。) 

○年次有給休暇を 10 日以上取得する教職員の割合を 95％以上にする。 

○令和７年度の小学校学力経年調査・校内調査の「読書は好きですか」の項目について、

肯定的に答える児童の割合を、80％以上にする。 

 



 

 

３ 本年度の自己評価結果の総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（様式２） 

大阪市立矢田西小学校  令和 7 年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【最重要目標１ 安全・安心な教育の推進】 

 

○令和７年度の小学校学力経年調査における「いじめはどんな理由があってもいけない

ことだと思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を 83.8％

以上にする。 

○年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。 

※不登校状態であっても、総合的な判断により不登校の状態が改善されたとする人数を

把握する。 

○年度末の校内調査の「学校では、命を大切にし、人権を尊重する心と態度を育てるた

めの学ぶ機会が多くある」の項目について、肯定的に答える児童の割合を 92％以上に

する。 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進 捗

状況 

取組内容①【基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の実現】 (いじめへの対応)  

 
指標：令和７年度の小学校学力経年調査における「いじめはどんな理由があってもいけないことだ

と思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を 83.8％以上にする。 

取組内容②【基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の実現】(不登校への対応)       

 

指標：年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。 

取組内容③【基本的な方向２ 豊かな心の育成】（人権を尊重する教育の推進） 

 

指標：年度末の校内調査の「学校では、命を大切にし、人権を尊重する心と態度を育てるための学

ぶ機会が多くある」の項目について、肯定的に答える児童の割合を 92％以上にする。 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



 

 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

〇…取組内容   ◎…成果   ◆…課題  ☆…次年度への改善策 

取組内容①【基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の実現】 (いじめへの対応)  

指標：令和７年度の小学校学力経年調査における「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思い

ますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を 83.8％以上にする。 

 

 結果： 

〇・「いじめは許されることではない」ということを児童朝会や「いじめについて考える日」等の日に学校全体で啓発し 

ていく。 

  ・道徳や学級活動の時間を通して「いじめ」についてや友だちとの関わり方について考える時間を設ける。 

 

◎・ 

◆・ 

☆・ 

 

取組内容②【基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の実現】(不登校への対応)   

指標：年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。 

 

結果：2024 年度 0.02325 人→2025 年度 

〇・学校全体や必要に応じて関係機関と連携して不登校に対して取り組んでいく。 

・不登校児童ひとりひとりの特性に合わせてアプローチし、登校しやすい環境を目指していく。 

 

◎・ 

◆・ 

☆・ 

 

取組内容③【基本的な方向２ 豊かな心の育成】（人権を尊重する教育の推進） 

指標：年度末の校内調査の「学校では、命を大切にし、人権を尊重する心と態度を育てるための学ぶ機会

が多くある」の項目について、肯定的に答える児童の割合を 92％以上にする。 

 

 結果： 

〇・道徳科や総合的な学習の時間等を活用し、人権教育に取り組む。 

・平和な社会実現に向けて、何ができるかを考えさせる。 

 

◎・ 

◆・ 

☆・ 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

大阪市立矢田西小学校 令和 7 年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【最重要目標２ 未来を切り拓く学力・体力の向上】 

 

○小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深め

たり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童

の割合を 46％以上にする。 

○小学校学力経年調査における国語および算数の平均正答率の対全国比を、同一母集団において

経年的に比較し、いずれの学年も前年度より 0.1 ポイント向上させる。 

〇小学校学力経年調査における「理科の勉強は好きですか」に対して、肯定的に回答する児童の

割合を 72％以上にする。 

○小学校学力経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか」に対して、肯定的に回答

する児童の割合を 75％以上にする。 

○小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きで

すか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合を 74.8％以上にする。 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進 捗

状況 

取組内容④【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

（「主体的・対話的で深い学び」の推進） 

 指標：小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを

深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児

童の割合を 46％以上にする。 

取組内容⑤【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

（言語活動・理数教育の充実）        

 
指標：小学校学力経年調査における国語および算数の平均正答率の対全国比を、同一母集団にお

いて経年的に比較し、いずれの学年も前年度より 0.1 ポイント向上させる。  

取組内容⑥【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

（理科教育の強化）        

 
指標：小学校学力経年調査における「理科の勉強は好きですか」に対して、肯定的に回答する児

童の割合を 72％以上にする。 

取組内容⑦ 【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

（英語教育の強化） 

 
指標：小学校学力経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか」に対して、肯定的に

回答する児童の割合を 75％以上にする。 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



 

 

取組内容⑧【基本的な方向５ 健やかな体の育成】 

（体力・運動能力向上のための取組の推進） 

 

指標：小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好

きですか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合を 74.8％以上にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

〇…取組内容  ◎…成果   ◆…課題  ☆…次年度への改善策 

取組内容④【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

（「主体的・対話的で深い学び」の推進） 

指標：小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めた

り、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を 46％

以上にする。 

 

○・各教科でペア交流から全体交流の流れを取り入れる。 

・主体的に学べるように、導入を工夫する。 

・基礎・基本、既習内容の定着を図るために、ドリルタイムを実施する。 

・考えを深めつなげていくために、「つなぎ言葉」を取り入れたり、児童同士で質問をしたりする。 

 

◎・ 

◆・ 

☆・ 

 

取組内容⑤【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】（言語活動・理数教育の充実）  

指標：小学校学力経年調査における国語および算数の平均正答率の対全国比を、同一母集団において経

年的に比較し、いずれの学年も前年度より 0.1 ポイント向上させる。 

  

〇・ICT 機器の活用や主体的な学びにつながる手立てを取り入れた授業を行う。 

・教え込みではなく、対話を重視した授業づくりをする。 

・学年団で協力して、授業の計画を立てる。 

 

◎・ 

◆・ 

☆・ 

 

取組内容⑥【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】（理科教育の強化） 

指標：小学校学力経年調査における「理科の勉強は好きですか」に対して、肯定的に回答する児童の割

合を 72％以上にする。 

 

 結果： 

 

〇・ICT 機器や実験、観察などを多く取り入れる。 

・実物をできるかぎり用意をする。 

・体験活動を多く取り入れる。 

 

◎・ 

◆・ 

☆・ 

 

 



 

 

取組内容⑦ 【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】（英語教育の強化） 

指標：小学校学力経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか」に対して、肯定的に回答する児童の

割合を 75％以上にする。 

 

 結果： 

〇・日常的に英語に親しむことができるように、全学年週 2 回のモジュール学習を行う。 

・充実した外国語・外国語活動の授業にするために、３年生以上の学級に C-NET を配当する。 

 

◎・ 

◆・ 

☆・ 

 

取組内容⑧【基本的な方向５ 健やかな体の育成】（体力・運動能力向上のための取組の推進） 

指標：小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きです

か」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合を 74.8％以上にする。 

 

 結果： 

〇・児童が楽しくなるように工夫して体育の学習に取り組む。 

  ・様々なスポーツが体験できるように、外部講師を招く。 

  ・年間を通して、様々な運動領域に関する学校行事を実施する。 

  ・児童が安全に身体を動かせるように安全に配慮する。 

 

◎・ 

◆・ 

☆・ 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

大阪市立矢田西小学校 令和 7 年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【最重要目標３ 学びを支える教育環境の充実】 

 

○授業日において、児童の 8 割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の 55％

以上にする。(ただし、事務局が定める学校行事等 ICT 活用が適さない日数を除く。) 

○年次有給休暇を 10 日以上取得する教職員の割合を 95％以上にする。 

○令和７年度の小学校学力経年調査・校内調査の「読書は好きですか」の項目について、

肯定的に答える児童の割合を、80％以上にする。 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進 捗

状況 

取組内容⑨【基本的な方向６ 教育ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）】 

（ＩＣＴを活用した教育の推進） 

 指標：授業日において、児童の 8 割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日

の 55％以上にする。(ただし、事務局が定める学校行事等 ICT 活用が適さない日数を除

く。) 

取組内容⑩【基本的な方向７ 人材の確保・育成としなやかな組織づくり】 

（働き方改革の推進）        
 

指標：年次有給休暇を 10 日以上取得する教職員の割合を 95％以上にする。  

取組内容⑪【基本的な方向８ 生涯学習の支援】（学校図書館の活性化）        

 
指標：令和７年度の小学校学力経年調査・校内調査の「読書は好きですか」の項目につ 

いて、肯定的に答える児童の割合を、80％以上にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



 

 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

〇…取組内容  ◎…成果  ◆…課題  ☆…次年度への改善策 

取組内容⑨【基本的な方向６ 教育ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）】 

（ＩＣＴを活用した教育の推進） 

指標：指標：授業日において、児童の 8 割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日

の 55％以上にする。(ただし、事務局が定める学校行事等 ICT 活用が適さない日数を除く。) 

 

 結果： 

〇・学習者用端末の使い方について、改めて共通理解の徹底をする。 

  ・学年に応じた目標を設定し、タイピング能力などの向上を図る。 

 

◎・ 

◆・ 

☆・ 

 

取組内容⑩【基本的な方向７ 人材の確保・育成としなやかな組織づくり】（働き方改革の推進） 

指標：年次有給休暇を 10 日以上取得する教職員の割合を 95％以上にする。 

 

 結果： 

〇・学校閉庁日を夏休み・冬休み合わせて七日間設定する。 

・ゆとりの日には早く退勤できるように会議などを入れないようにする。 

 

◎・ 

◆・ 

☆・ 

 

取組内容⑪【基本的な方向８ 生涯学習の支援】（学校図書館の活性化）   

指標：指標：令和７年度の小学校学力経年調査・校内調査の「読書は好きですか」の項目につ 

いて、肯定的に答える児童の割合を、80％以上にする。 

 

 結果： 

〇・図書委員による読み聞かせを行う。 

・学級文庫を充実させる。 

・図書イベントを行う。 

・低学年図書室を活用する。 

・毎週金曜日の朝の時間に読書タイムを行う。 

・週に一回図書の時間を設定する。 

 

◎・ 

◆・ 

☆・  



 

 

(様式３) 

令和 7 年度  学校関係者評価報告書 
 

 大阪市立 （学校園名） 学校協議会 

 

１ 総括についての評価 

 

 

 

 

 

 

 

２ 年度目標（全市共通・学校園）ごとの評価 
 

年度目標： 

 

年度目標： 

 

 

・ 

 

・ 

 

・ 

 

・ 

 

 

 

３ 今後の学校園の運営についての意見 

 

 

 

 

 

 

 


